
軽 池 北遺 跡 の調 査

(昭和51年 5月 ～昭和51年 6月 )

この調査は,橿原市立畝傍東小学校の新設工事に先立って実施 したものであ

る。調査地は橿原神宮前駅の東南 08た″に位置 し,「 軽池 」の北方にひろがる

丘陵と水田の一部である。

調査の結果 ,丘陵上で奈良時代後半頃の掘立柱建物 1,13世 紀前半の竪穴住

居 3,弥生時代と古墳時代の上羨 2,7世 紀末の濤 1等を検出 した。掘立柱建
物SB120は 3間 ×2間の東西棟建物である。桁行の柱間は 2.5駒等間であるが ,

梁行は 1.7～ 2η とばらつきをみせ ,平面形もいびつである。柱穴から出土 し

た瓦・土師器・須恵器から奈良時代後半の建物と考えられる。

竪穴住居 3棟は,いずれも丘陵尾根で発見 した。出上 した瓦器の年代から13

世紀前半のものと考えられる。竪穴住居SB105は 東壁と北壁を残 し,2× 37
物程の南北に長い長方形プランに復原できる。東と北に周濤を残 し,柱穴が 4

隅にある。南端に多量の瓦器を合む貯蔵穴と思われる土壊SKlo3がある。竪穴

住居 SBHOは 東壁と北壁を残 し,4.5× 3陶程の東西に長い長方形ブランに復

原できる。東と北に周濤を残 し,柱穴が 4隅 にある。西端で検出した貯蔵穴と

思われるSK107か ら多量の瓦器が出土 した。竪穴住居SBl15は SBHOを壊 して

つ くられている。東壁と北壁を残すが ,平面形・面積とも明らかでない。周濤

は東と北に残 り,東北隅の柱穴を検出した。

濤 SD140は 幅 7紹 以上 ,深さ 1.lη を測る。自然地形による狭い谷 ,も しく

は凹みとも考えられるが ,全容を明らかにできなかった。最下層から7世紀末

の上師器・須恵器が出土 し,上層には瓦器片を含む。

竪穴住居 SB105・ 110・ H5及 び貯蔵穴と思われるSK103・ 107か ら出上 し

た瓦器は,いずれも13世紀前半のものと考えられる。畿内で ,こ の時期の竪穴

住居の発見された例はきわめて少 く,貴重な例といえよう。なお ,詳細は IⅢ軽

池北遺跡発掘調査報告』 (軽池北遺跡調査会 1977年 3月 )を参照されたい。
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